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スマートフォン/タブレット向け
「乗換案内NEXT」

http://mb.jorudan.co.jp/

iPhone版「乗換案内」「乗換案内Plus」
	 「行き方案内	-	乗換案内シリーズ」
iTunes Store及び、App Storeにて
App Store ＞ ナビゲーション ＞ 

「乗換案内」「乗換案内Plus」「行き方案内 - 乗換案内シリーズ」

Android版「乗換案内」「乗換案内Plus」
	 「行き方案内	-	乗換案内シリーズ」
Google Playにて
アプリ > 地図＆ナビ > 
無料 > 「乗換案内」「行き方案内 - 乗換案内シリーズ」
有料 > 「乗換案内Plus」

●事業年度
●定時株主総会
●基準日
●配当金受領株主確定日
●公告方法

●株主名簿管理人
　 特別口座 口座管理機関
●同連絡先

毎年10月1日から翌年9月30日まで
毎年12月
毎年9月30日
9月30日及び中間配当を実施する場合は3月31日
電子公告により行います。ただし、電子公告によることができない事故その他のやむを
得ない事由が生じた場合には、日本経済新聞に掲載して行います。
公告掲載URL http://www.jorudan.co.jp/ir/
三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1－1　電話　0120－232－711（通話料無料）
郵送先　〒137－8081　新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

株主メモ

スマートフォン向け「乗換案内」のご紹介
月額
216円
（税込）

無料

90日間
840円
（税込）

無料

90日間
648円
（税込）

無料

主要な子会社（2017年9月30日現在）

コンパスティービー株式会社
事業内容：広告代理業

ゼストプロ株式会社
事業内容：システム・ソフトウエアの設計・開発

有限会社プロセス
事業内容：情報機器等のレンタル・リース

株式会社Doreicu
事業内容：ウェブサイトの開発・運営・広告販売・販促支援

Jorudan Transit Directory, Inc.
事業内容：ソフトウエア・コンテンツの企画・開発

イーツアー株式会社
事業内容：インターネットによる旅行商品の販売

株式会社悟空出版
事業内容：出版業

若尓丹（上海）軟件開發有限公司
事業内容：ソフトウエア・コンテンツの企画・開発

杰昱（上海）信息技術有限公司
事業内容：インフラ事業・ハードウエア販売・ソフトウエア開発

発行可能株式総数…………………………… 19,000,000株
発行済株式総数………………………………… 5,255,000株
株 主 数 ……………………………………………… 2,568名

株式状況（2017年9月30日現在）

株主優待のご案内
乗換案内PREMIUM（株主優待版）

対象になる株主様は？
・9月末と3月末に当社株式100株以上お持ちの方

いつ届くの？ いつから使えるの？
・12月末お届け（翌年1月1日～6月30日の間有効）
・6月末お届け（7月１日～12月31日の間有効）

どんな機能が使えるの？
・PCで無料版にはない多彩な経路検索
・ジパング検索・海外乗換案内（海外地下鉄・空路）
・スマートフォンの「乗換案内NEXT」も利用可能

商　号 ジョルダン株式会社（Jorudan Co.,Ltd.）
本社所在地 〒160-0022 東京都新宿区新宿2-5-10
設　立 1979年12月
資本金 2億7,737万5,000円
従業員数 連結189名、単体147名

会社概要（2017年9月30日現在）

所有者別株式分布状況（2017年9月30日現在）

総株式数　5,255,000株

外国法人等
617,600株

11.7%

その他法人
246,800株

4.7%

金融商品取引業者
8,659株

0.2%個人・その他 
4,257,498株 
81.0%

自己株式
124,443株
2.4%

連結財務諸表ダイジェスト

科 目 前連結会計年度
2016年9月30日

当連結会計年度
2017年9月30日

資産の部
　流動資産 4,326,861 4,392,862
　固定資産 1,142,322 1,184,616
　　有形固定資産 236,473 230,072
　　無形固定資産 128,603 118,633
　　投資その他の資産 777,245 835,911
　資産合計 5,469,183 5,577,479
負債の部
　流動負債 1,059,669 941,616
　固定負債 9,767 13,962
　負債合計 1,069,437 955,578
純資産の部
　純資産合計 4,399,746 4,621,900
　負債・純資産合計 5,469,183 5,577,479

科 目
前連結会計年度
自 2015年10月1日
至 2016年9月30日

当連結会計年度
自 2016年10月1日
至 2017年9月30日

営業活動による
キャッシュ・フロー 658,976 412,669

投資活動による
キャッシュ・フロー △318,925 △153,847

財務活動による
キャッシュ・フロー △63,139 △153,799

現金及び現金同等物の
期末残高 3,285,868 3,405,844

科 目
前連結会計年度
自 2015年10月1日
至 2016年9月30日

当連結会計年度
自 2016年10月1日
至 2017年9月30日

売上高 4,385,355 4,288,313
売上原価 2,394,474 2,367,308
　売上総利益 1,990,881 1,921,004
返品調整引当金戻入額 6,815 6,947
返品調整引当金繰入額 6,947 10,524
　差引売上総利益 1,990,749 1,917,427
販売費及び一般管理費 1,435,828 1,459,266
　営業利益 554,920 458,161
営業外収益 13,306 25,959
営業外費用 71,349 3,034
　経常利益 496,877 481,086
特別利益 ― 9,979
特別損失 53,077 948
　税金等調整前当期純利益 443,800 490,116
法人税等合計 193,457 154,290
　当期純利益 250,342 335,825
非支配株主に帰属する
当期純損失（△） △211 △1,013

　親会社株主に帰属する
　当期純利益 250,554 336,839

連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：千円）

連結貸借対照表 （単位：千円） 連結損益計算書 （単位：千円）

営業利益 （単位：百万円）

446

2015年
9月期

554

2016年
9月期

458

2017年
9月期

親会社株主に帰属する当期純利益 （単位：百万円）

295

2015年
9月期

250

2016年
9月期

336

2017年
9月期

売上高 （単位：百万円）

4,295

2015年
9月期

4,385

2016年
9月期

4,288

2017年
9月期

経常利益 （単位：百万円）

463

2015年
9月期

496

2016年
9月期

481

2017年
9月期

010_9275401302912.indd   1-3 2017/12/13   15:38:11



2017年

1月
2017年

9月
2017年

7月
2017年

5月
2017年

8月
2017年

2月
2016年

10月
2016年

11月
2016年

12月
2017年

6月
2017年

3月
2017年

4月

トップメッセージ	 代表取締役社長　佐藤	俊和

　当期の連結売上高は、42億88百万円（前期比
2.2%減）となりました。サービス別に見ると、他
社サイトや自治体・バス会社向けの案件を含めた
法人向けや、「乗換案内」のスマートフォンアプリ
等の広告が順調に伸長した一方、「乗換案内」の
有料会員数が取り放題サービス利用者と合わせ、
2017年9月時点で37万人と減少したことに加え、
旅行関連の落ち込みが響き、減収となりました。
利益面では、利益率の高い法人向けサービスが拡
大したものの、全社の体制強化を進め、人件費お
よび外注費が増加し、営業利益は4億58百万円

（前期比17.4%減）となりましたが、持分法適用会
社の業績の大幅な改善や、前期に発生していた特
別損失の影響がなくなったこと等により、親会社株
主に帰属する当期純利益は3億36百万円（前期比
34.4%増）と大幅増益となりました。

　現在、「乗換案内」の多言語対応を強化していま
す。すでに英語、中国語（簡体字・繁体字）、韓
国語、タイ語、ベトナム語、インドネシア語による
サービス提供を開始しており、今後、ロシア語、ス
ペイン語、フランス語、ドイツ語、ポルトガル語、
アラビア語にまで対応させる予定です。また、路線
バス等の情報は、対応会社/自治体数約650・対
応系統数約24,000にまで拡大しています。さらに、
高速バスの予約サイトを展開するリンクオブマイン
ド株式会社に出資し、高速バスを直接予約できる

「ジョルダンバス予約」のサービスを開始しました。
「LCCサポート」による航空券予約と併せ、今後、

法人向け・広告関連は好調に伸長した
もののモバイル・旅行関連がマイナス
成長となりました。

インバウンド対応をはじめ、
新たな機能を追加しながら、
独創的なサービスによる市場を創造

取扱量を拡大し、「乗換案内からチケット購入」を
強化していきたい考えです。
　また、駅から駅、バス停からバス停という経路検
索だけでなく、スポットからスポットへの経路検索を充
実させるべく、地図アプリ「行き方案内」の機能強
化を進めてまいりました。今後、「乗換案内」につい
ても、登録スポット数を大幅に増加させていきます。
　法人向けでは、公共交通事業者等が各社のホー
ムページにおいて経路・時刻表等の検索機能を提
供するためのソリューションである「MovEasy（ムー
ブイージー）」、訪日旅行者向け交通案内サービス

「乗換案内 Visit」の展開が拡大しています。当期は、
「乗換案内 Visit」を活用し、瀬戸内地域の観光案
内サイト「瀬戸内Finder」への多言語による航路
情報の提供をスタートさせました。また、まちづくり
クラウドサービス「Jorudan Style」を活用した自
治体公式アプリの提供数が順調に拡大する中、観
光や地域での活動と連動したポイントサービスの機
能を追加し、そのポイントを地域通貨に繋げていく
取り組みも開始しました。
　また、東京メトロの地下鉄駅におけるバス案内の
実証実験に関するサイネージ提供、バスロケーショ
ンサービスの確立に向けたGPSトラッカー試作など、
ハードウエアの取り組みも継続して注力しています。
　2018年9月期の業績見通しは、直近の状況を踏
まえ、モバイル及び旅行関連は弱い状況が続くも
のの、引き続き法人向け及び広告関連が若干増加
の軌跡を描くと見ており、売上高が前期並み、営
業利益・経常利益は微増ながら増益を計画してい
ます。親会社株主に帰属する当期純利益は、前期
の反動もあり減少する見通しです。
　株主還元の一環として、2017年9月期は、合計
で8.9万株・81百万円の自己株式の市場買付を実
施しました。配当につきましては、連結配当性向
20%を目標に、引き続き1株あたり13円配当とさ
せていただく予定です。
　株主の皆様におかれましては、引き続きご支援
のほどよろしくお願い申し上げます。

ICT技術に基づく独創的な構想力を持った
ソフトウエア・ハードウエア・コンテンツの提供を通じ、
率先して、ライフスタイルや価値観、
社会の変化を担う役割を果たしていきます。

中国での事業拡大に向け、これまでジョルダン
上海（若尓丹（上海）軟件開發有限公司）の子
会社化・追加出資等を行ってまいりましたが、ソ
フトウエア開発のみならず、情報通信に係る様々
な事業領域へ拡大を行う必要があるものと判断
し、同社の全額出資により、杰昱（上海）信息
技術有限公司（資本金：500万人民元）を設立、
新たに持分法適用非連結子会社といたしました。

杰昱（上海）信息技術有限公司設立

当期は「乗換案内」の広
告の売上高が過去最高とな
りました。これは「乗換案内」
のスマホアプリにおける広告

（主に検索連動（駅・路線等
指定）広告）の販売増加に
よるものです。

広告の売上高が
大幅に増加

12月
「ManageOZO3」との
連携

株式会社ITCSが提供する
セルフサービス統合クラウド

「ManageOZO3」向 けに、
「乗換案内Biz」の提供を開始
いたしました。

「乗換案内Biz」と様々なソリューションとの連携
10月
「GPSによる現在地表示機能付き絵地図」との連携

株式会社ATR Creativeの提供する
「GPSによる現在地表示機能付き絵地
図」と「乗換案内Biz」が連携し、訪
日客向け観光案内サービスの提供を
開始いたしました。

5月
サテライトオフィスのソリューションとの連携

株式会社サテライトオフィスのグループウエア向けソ
リューションに「乗換案内Biz API」の提供を開始いた
しました。本提供は株
式会社ゼンリンデータ
コムの提供する「いつ
もNAVI API」を通した
連携となっております。

訪日旅行者向け「乗換案内	Visit」の展開

7月
「樂吃購（ラーチーゴー）！日本」との連携を開始

株式会社ジーリーメディアグループの提供する台
湾人・香港人向けの日本観光情報サイト「樂吃購！
日本」との連携を開始いたしました。この連携にお
いて当社は日本国内の経路検索機能を提供し、こ
れにより訪日観光客は旅行中でも目的地への経路
検索が可能となりました。

京都市山科区公式アプリ「やましなプラ
ス＋」向けに「Jorudan Style」を提供開
始いたしました。暮らしに役立つ「区役所
窓口の待ち人数表示」等の地域情報の他、
歩いた歩数やニュース等の閲覧回数に応じ
て買い物等に使えるポイントを付与、集め
たポイントは電子マネー等と交換できる等、
特徴的な機能を搭載しています。

まちづくりクラウドサービス「Jorudan	Style」の展開

資本効率の向上を図るとともに、企業環境の変
化に対応した機動的な資本政策の遂行を可能とす
るため、2016年11月17日～12月14日（取得
した株式の総数 37,200株、株式の取得価額の
総額 29百万円）と2017年2月13日～3月17日

（取得した株式の総数 51,800株、株式の取得価
額の総額 51百万円）の2回、自己株式の取得を
実施いたしました。

自己株式の取得を実施
9月
日本全国のメジャー観光地・スポット検索
に対応

日本全国の外国人に人気の高いスポット
などを厳選したメジャー観光地までの経路
検索に対応いたしました。現在地からスポ
ットを設定するだけで、観光地までの経路
を7言語で検索できます。

PC・スマートフォンWebサイト版	インバウンド向け乗換案内
「Japan	Transit	Planner」の展開

5月
タイ語・ベトナム語・インドネシア語に対応

近年、アジア圏で訪日旅行者数の増加
で需要の高まっているタイ語・ベトナム
語・インドネシア語を追加することで、合
計7言語の国内乗換案内・時刻表・路線
図等に対応いたしました。また、駅ナンバ
リングでの入力・表示にも対応していま
す。

公共交通事業者向けパッケージ「MovEasy」の展開

当社と京阪電気鉄道株式会社は、
「MovEasy」を活用した京阪電車の
「ダイヤ検索」サービスと、座席指
定列車の予約専用サイトとの連携
機能を提供開始いたしました。ダイ
ヤ検索結果からの座席指定列車の
空席照会やチケット購入等が可能
となりました。

リンクオブマインド株式会社との業務提携により、高
速バスの予約サービス「ジョルダンバス予約」を開始
いたしました。旅行部門を持つ当社の強みを生かし、「乗
換案内」の経路検索結果から、お得な高速バスチケッ
トの案内を行い、直接予約できるようになりました。ま
た、経路検索で案内した高速バスだけでなく、検索し
た区間で利用可能な高速バスの提案も行うことで、移
動に用いる手段の選択肢を増やしています。今後、さ
らに予約可能な路線を増やしてまいります。

高速バスの予約サービス
「ジョルダンバス予約」を開始

8月
「瀬戸内Finder」とGoogleマップに瀬戸内7県の
航路情報を提供開始

当社及びせとうちDMO、中国運輸局観光部、
四国運輸局観光部は、瀬戸内地域の観光情報サイ
ト「瀬戸内Finder」にて、瀬戸内7県を発着する
主要な航路等の情報を多言語で提供開始いたしま
した。また、これらの情報は、Googleマップでの
利用が可能となりました。

NEWS	&	 TOPICSNEWS	&	 TOPICS
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●配当金受領株主確定日
●公告方法

●株主名簿管理人
　 特別口座 口座管理機関
●同連絡先

毎年10月1日から翌年9月30日まで
毎年12月
毎年9月30日
9月30日及び中間配当を実施する場合は3月31日
電子公告により行います。ただし、電子公告によることができない事故その他のやむを
得ない事由が生じた場合には、日本経済新聞に掲載して行います。
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三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1－1　電話　0120－232－711（通話料無料）
郵送先　〒137－8081　新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

株主メモ

スマートフォン向け「乗換案内」のご紹介
月額
216円
（税込）

無料

90日間
840円
（税込）

無料

90日間
648円
（税込）

無料

主要な子会社（2017年9月30日現在）

コンパスティービー株式会社
事業内容：広告代理業

ゼストプロ株式会社
事業内容：システム・ソフトウエアの設計・開発

有限会社プロセス
事業内容：情報機器等のレンタル・リース

株式会社Doreicu
事業内容：ウェブサイトの開発・運営・広告販売・販促支援

Jorudan Transit Directory, Inc.
事業内容：ソフトウエア・コンテンツの企画・開発

イーツアー株式会社
事業内容：インターネットによる旅行商品の販売

株式会社悟空出版
事業内容：出版業

若尓丹（上海）軟件開發有限公司
事業内容：ソフトウエア・コンテンツの企画・開発

杰昱（上海）信息技術有限公司
事業内容：インフラ事業・ハードウエア販売・ソフトウエア開発

発行可能株式総数…………………………… 19,000,000株
発行済株式総数………………………………… 5,255,000株
株 主 数 ……………………………………………… 2,568名

株式状況（2017年9月30日現在）

株主優待のご案内
乗換案内PREMIUM（株主優待版）

対象になる株主様は？
・9月末と3月末に当社株式100株以上お持ちの方

いつ届くの？ いつから使えるの？
・12月末お届け（翌年1月1日～6月30日の間有効）
・6月末お届け（7月１日～12月31日の間有効）

どんな機能が使えるの？
・PCで無料版にはない多彩な経路検索
・ジパング検索・海外乗換案内（海外地下鉄・空路）
・スマートフォンの「乗換案内NEXT」も利用可能

商　号 ジョルダン株式会社（Jorudan Co.,Ltd.）
本社所在地 〒160-0022 東京都新宿区新宿2-5-10
設　立 1979年12月
資本金 2億7,737万5,000円
従業員数 連結189名、単体147名

会社概要（2017年9月30日現在）

所有者別株式分布状況（2017年9月30日現在）

総株式数　5,255,000株

外国法人等
617,600株

11.7%

その他法人
246,800株

4.7%

金融商品取引業者
8,659株

0.2%個人・その他 
4,257,498株 
81.0%

自己株式
124,443株
2.4%

連結財務諸表ダイジェスト

科 目 前連結会計年度
2016年9月30日

当連結会計年度
2017年9月30日

資産の部
　流動資産 4,326,861 4,392,862
　固定資産 1,142,322 1,184,616
　　有形固定資産 236,473 230,072
　　無形固定資産 128,603 118,633
　　投資その他の資産 777,245 835,911
　資産合計 5,469,183 5,577,479
負債の部
　流動負債 1,059,669 941,616
　固定負債 9,767 13,962
　負債合計 1,069,437 955,578
純資産の部
　純資産合計 4,399,746 4,621,900
　負債・純資産合計 5,469,183 5,577,479

科 目
前連結会計年度
自 2015年10月1日
至 2016年9月30日

当連結会計年度
自 2016年10月1日
至 2017年9月30日

営業活動による
キャッシュ・フロー 658,976 412,669

投資活動による
キャッシュ・フロー △318,925 △153,847

財務活動による
キャッシュ・フロー △63,139 △153,799

現金及び現金同等物の
期末残高 3,285,868 3,405,844

科 目
前連結会計年度
自 2015年10月1日
至 2016年9月30日

当連結会計年度
自 2016年10月1日
至 2017年9月30日

売上高 4,385,355 4,288,313
売上原価 2,394,474 2,367,308
　売上総利益 1,990,881 1,921,004
返品調整引当金戻入額 6,815 6,947
返品調整引当金繰入額 6,947 10,524
　差引売上総利益 1,990,749 1,917,427
販売費及び一般管理費 1,435,828 1,459,266
　営業利益 554,920 458,161
営業外収益 13,306 25,959
営業外費用 71,349 3,034
　経常利益 496,877 481,086
特別利益 ― 9,979
特別損失 53,077 948
　税金等調整前当期純利益 443,800 490,116
法人税等合計 193,457 154,290
　当期純利益 250,342 335,825
非支配株主に帰属する
当期純損失（△） △211 △1,013

　親会社株主に帰属する
　当期純利益 250,554 336,839

連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：千円）

連結貸借対照表 （単位：千円） 連結損益計算書 （単位：千円）

営業利益 （単位：百万円）

446

2015年
9月期

554

2016年
9月期

458

2017年
9月期

親会社株主に帰属する当期純利益 （単位：百万円）

295

2015年
9月期

250

2016年
9月期

336

2017年
9月期

売上高 （単位：百万円）

4,295

2015年
9月期

4,385

2016年
9月期

4,288

2017年
9月期

経常利益 （単位：百万円）

463

2015年
9月期

496

2016年
9月期

481

2017年
9月期
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トップメッセージ	 代表取締役社長　佐藤	俊和

　当期の連結売上高は、42億88百万円（前期比
2.2%減）となりました。サービス別に見ると、他
社サイトや自治体・バス会社向けの案件を含めた
法人向けや、「乗換案内」のスマートフォンアプリ
等の広告が順調に伸長した一方、「乗換案内」の
有料会員数が取り放題サービス利用者と合わせ、
2017年9月時点で37万人と減少したことに加え、
旅行関連の落ち込みが響き、減収となりました。
利益面では、利益率の高い法人向けサービスが拡
大したものの、全社の体制強化を進め、人件費お
よび外注費が増加し、営業利益は4億58百万円

（前期比17.4%減）となりましたが、持分法適用会
社の業績の大幅な改善や、前期に発生していた特
別損失の影響がなくなったこと等により、親会社株
主に帰属する当期純利益は3億36百万円（前期比
34.4%増）と大幅増益となりました。

　現在、「乗換案内」の多言語対応を強化していま
す。すでに英語、中国語（簡体字・繁体字）、韓
国語、タイ語、ベトナム語、インドネシア語による
サービス提供を開始しており、今後、ロシア語、ス
ペイン語、フランス語、ドイツ語、ポルトガル語、
アラビア語にまで対応させる予定です。また、路線
バス等の情報は、対応会社/自治体数約650・対
応系統数約24,000にまで拡大しています。さらに、
高速バスの予約サイトを展開するリンクオブマイン
ド株式会社に出資し、高速バスを直接予約できる

「ジョルダンバス予約」のサービスを開始しました。
「LCCサポート」による航空券予約と併せ、今後、

法人向け・広告関連は好調に伸長した
もののモバイル・旅行関連がマイナス
成長となりました。

インバウンド対応をはじめ、
新たな機能を追加しながら、
独創的なサービスによる市場を創造

取扱量を拡大し、「乗換案内からチケット購入」を
強化していきたい考えです。
　また、駅から駅、バス停からバス停という経路検
索だけでなく、スポットからスポットへの経路検索を充
実させるべく、地図アプリ「行き方案内」の機能強
化を進めてまいりました。今後、「乗換案内」につい
ても、登録スポット数を大幅に増加させていきます。
　法人向けでは、公共交通事業者等が各社のホー
ムページにおいて経路・時刻表等の検索機能を提
供するためのソリューションである「MovEasy（ムー
ブイージー）」、訪日旅行者向け交通案内サービス

「乗換案内 Visit」の展開が拡大しています。当期は、
「乗換案内 Visit」を活用し、瀬戸内地域の観光案
内サイト「瀬戸内Finder」への多言語による航路
情報の提供をスタートさせました。また、まちづくり
クラウドサービス「Jorudan Style」を活用した自
治体公式アプリの提供数が順調に拡大する中、観
光や地域での活動と連動したポイントサービスの機
能を追加し、そのポイントを地域通貨に繋げていく
取り組みも開始しました。
　また、東京メトロの地下鉄駅におけるバス案内の
実証実験に関するサイネージ提供、バスロケーショ
ンサービスの確立に向けたGPSトラッカー試作など、
ハードウエアの取り組みも継続して注力しています。
　2018年9月期の業績見通しは、直近の状況を踏
まえ、モバイル及び旅行関連は弱い状況が続くも
のの、引き続き法人向け及び広告関連が若干増加
の軌跡を描くと見ており、売上高が前期並み、営
業利益・経常利益は微増ながら増益を計画してい
ます。親会社株主に帰属する当期純利益は、前期
の反動もあり減少する見通しです。
　株主還元の一環として、2017年9月期は、合計
で8.9万株・81百万円の自己株式の市場買付を実
施しました。配当につきましては、連結配当性向
20%を目標に、引き続き1株あたり13円配当とさ
せていただく予定です。
　株主の皆様におかれましては、引き続きご支援
のほどよろしくお願い申し上げます。

ICT技術に基づく独創的な構想力を持った
ソフトウエア・ハードウエア・コンテンツの提供を通じ、
率先して、ライフスタイルや価値観、
社会の変化を担う役割を果たしていきます。

中国での事業拡大に向け、これまでジョルダン
上海（若尓丹（上海）軟件開發有限公司）の子
会社化・追加出資等を行ってまいりましたが、ソ
フトウエア開発のみならず、情報通信に係る様々
な事業領域へ拡大を行う必要があるものと判断
し、同社の全額出資により、杰昱（上海）信息
技術有限公司（資本金：500万人民元）を設立、
新たに持分法適用非連結子会社といたしました。

杰昱（上海）信息技術有限公司設立

当期は「乗換案内」の広
告の売上高が過去最高とな
りました。これは「乗換案内」
のスマホアプリにおける広告

（主に検索連動（駅・路線等
指定）広告）の販売増加に
よるものです。

広告の売上高が
大幅に増加

12月
「ManageOZO3」との
連携

株式会社ITCSが提供する
セルフサービス統合クラウド

「ManageOZO3」向 けに、
「乗換案内Biz」の提供を開始
いたしました。

「乗換案内Biz」と様々なソリューションとの連携
10月
「GPSによる現在地表示機能付き絵地図」との連携

株式会社ATR Creativeの提供する
「GPSによる現在地表示機能付き絵地
図」と「乗換案内Biz」が連携し、訪
日客向け観光案内サービスの提供を
開始いたしました。

5月
サテライトオフィスのソリューションとの連携

株式会社サテライトオフィスのグループウエア向けソ
リューションに「乗換案内Biz API」の提供を開始いた
しました。本提供は株
式会社ゼンリンデータ
コムの提供する「いつ
もNAVI API」を通した
連携となっております。

訪日旅行者向け「乗換案内	Visit」の展開

7月
「樂吃購（ラーチーゴー）！日本」との連携を開始

株式会社ジーリーメディアグループの提供する台
湾人・香港人向けの日本観光情報サイト「樂吃購！
日本」との連携を開始いたしました。この連携にお
いて当社は日本国内の経路検索機能を提供し、こ
れにより訪日観光客は旅行中でも目的地への経路
検索が可能となりました。

京都市山科区公式アプリ「やましなプラ
ス＋」向けに「Jorudan Style」を提供開
始いたしました。暮らしに役立つ「区役所
窓口の待ち人数表示」等の地域情報の他、
歩いた歩数やニュース等の閲覧回数に応じ
て買い物等に使えるポイントを付与、集め
たポイントは電子マネー等と交換できる等、
特徴的な機能を搭載しています。

まちづくりクラウドサービス「Jorudan	Style」の展開

資本効率の向上を図るとともに、企業環境の変
化に対応した機動的な資本政策の遂行を可能とす
るため、2016年11月17日～12月14日（取得
した株式の総数 37,200株、株式の取得価額の
総額 29百万円）と2017年2月13日～3月17日

（取得した株式の総数 51,800株、株式の取得価
額の総額 51百万円）の2回、自己株式の取得を
実施いたしました。

自己株式の取得を実施
9月
日本全国のメジャー観光地・スポット検索
に対応

日本全国の外国人に人気の高いスポット
などを厳選したメジャー観光地までの経路
検索に対応いたしました。現在地からスポ
ットを設定するだけで、観光地までの経路
を7言語で検索できます。

PC・スマートフォンWebサイト版	インバウンド向け乗換案内
「Japan	Transit	Planner」の展開

5月
タイ語・ベトナム語・インドネシア語に対応

近年、アジア圏で訪日旅行者数の増加
で需要の高まっているタイ語・ベトナム
語・インドネシア語を追加することで、合
計7言語の国内乗換案内・時刻表・路線
図等に対応いたしました。また、駅ナンバ
リングでの入力・表示にも対応していま
す。

公共交通事業者向けパッケージ「MovEasy」の展開

当社と京阪電気鉄道株式会社は、
「MovEasy」を活用した京阪電車の
「ダイヤ検索」サービスと、座席指
定列車の予約専用サイトとの連携
機能を提供開始いたしました。ダイ
ヤ検索結果からの座席指定列車の
空席照会やチケット購入等が可能
となりました。

リンクオブマインド株式会社との業務提携により、高
速バスの予約サービス「ジョルダンバス予約」を開始
いたしました。旅行部門を持つ当社の強みを生かし、「乗
換案内」の経路検索結果から、お得な高速バスチケッ
トの案内を行い、直接予約できるようになりました。ま
た、経路検索で案内した高速バスだけでなく、検索し
た区間で利用可能な高速バスの提案も行うことで、移
動に用いる手段の選択肢を増やしています。今後、さ
らに予約可能な路線を増やしてまいります。

高速バスの予約サービス
「ジョルダンバス予約」を開始

8月
「瀬戸内Finder」とGoogleマップに瀬戸内7県の
航路情報を提供開始

当社及びせとうちDMO、中国運輸局観光部、
四国運輸局観光部は、瀬戸内地域の観光情報サイ
ト「瀬戸内Finder」にて、瀬戸内7県を発着する
主要な航路等の情報を多言語で提供開始いたしま
した。また、これらの情報は、Googleマップでの
利用が可能となりました。

NEWS	&	 TOPICSNEWS	&	 TOPICS
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トップメッセージ	 代表取締役社長　佐藤	俊和

　当期の連結売上高は、42億88百万円（前期比
2.2%減）となりました。サービス別に見ると、他
社サイトや自治体・バス会社向けの案件を含めた
法人向けや、「乗換案内」のスマートフォンアプリ
等の広告が順調に伸長した一方、「乗換案内」の
有料会員数が取り放題サービス利用者と合わせ、
2017年9月時点で37万人と減少したことに加え、
旅行関連の落ち込みが響き、減収となりました。
利益面では、利益率の高い法人向けサービスが拡
大したものの、全社の体制強化を進め、人件費お
よび外注費が増加し、営業利益は4億58百万円

（前期比17.4%減）となりましたが、持分法適用会
社の業績の大幅な改善や、前期に発生していた特
別損失の影響がなくなったこと等により、親会社株
主に帰属する当期純利益は3億36百万円（前期比
34.4%増）と大幅増益となりました。

　現在、「乗換案内」の多言語対応を強化していま
す。すでに英語、中国語（簡体字・繁体字）、韓
国語、タイ語、ベトナム語、インドネシア語による
サービス提供を開始しており、今後、ロシア語、ス
ペイン語、フランス語、ドイツ語、ポルトガル語、
アラビア語にまで対応させる予定です。また、路線
バス等の情報は、対応会社/自治体数約650・対
応系統数約24,000にまで拡大しています。さらに、
高速バスの予約サイトを展開するリンクオブマイン
ド株式会社に出資し、高速バスを直接予約できる

「ジョルダンバス予約」のサービスを開始しました。
「LCCサポート」による航空券予約と併せ、今後、

法人向け・広告関連は好調に伸長した
もののモバイル・旅行関連がマイナス
成長となりました。

インバウンド対応をはじめ、
新たな機能を追加しながら、
独創的なサービスによる市場を創造

取扱量を拡大し、「乗換案内からチケット購入」を
強化していきたい考えです。
　また、駅から駅、バス停からバス停という経路検
索だけでなく、スポットからスポットへの経路検索を充
実させるべく、地図アプリ「行き方案内」の機能強
化を進めてまいりました。今後、「乗換案内」につい
ても、登録スポット数を大幅に増加させていきます。
　法人向けでは、公共交通事業者等が各社のホー
ムページにおいて経路・時刻表等の検索機能を提
供するためのソリューションである「MovEasy（ムー
ブイージー）」、訪日旅行者向け交通案内サービス

「乗換案内 Visit」の展開が拡大しています。当期は、
「乗換案内 Visit」を活用し、瀬戸内地域の観光案
内サイト「瀬戸内Finder」への多言語による航路
情報の提供をスタートさせました。また、まちづくり
クラウドサービス「Jorudan Style」を活用した自
治体公式アプリの提供数が順調に拡大する中、観
光や地域での活動と連動したポイントサービスの機
能を追加し、そのポイントを地域通貨に繋げていく
取り組みも開始しました。
　また、東京メトロの地下鉄駅におけるバス案内の
実証実験に関するサイネージ提供、バスロケーショ
ンサービスの確立に向けたGPSトラッカー試作など、
ハードウエアの取り組みも継続して注力しています。
　2018年9月期の業績見通しは、直近の状況を踏
まえ、モバイル及び旅行関連は弱い状況が続くも
のの、引き続き法人向け及び広告関連が若干増加
の軌跡を描くと見ており、売上高が前期並み、営
業利益・経常利益は微増ながら増益を計画してい
ます。親会社株主に帰属する当期純利益は、前期
の反動もあり減少する見通しです。
　株主還元の一環として、2017年9月期は、合計
で8.9万株・81百万円の自己株式の市場買付を実
施しました。配当につきましては、連結配当性向
20%を目標に、引き続き1株あたり13円配当とさ
せていただく予定です。
　株主の皆様におかれましては、引き続きご支援
のほどよろしくお願い申し上げます。

ICT技術に基づく独創的な構想力を持った
ソフトウエア・ハードウエア・コンテンツの提供を通じ、
率先して、ライフスタイルや価値観、
社会の変化を担う役割を果たしていきます。

中国での事業拡大に向け、これまでジョルダン
上海（若尓丹（上海）軟件開發有限公司）の子
会社化・追加出資等を行ってまいりましたが、ソ
フトウエア開発のみならず、情報通信に係る様々
な事業領域へ拡大を行う必要があるものと判断
し、同社の全額出資により、杰昱（上海）信息
技術有限公司（資本金：500万人民元）を設立、
新たに持分法適用非連結子会社といたしました。

杰昱（上海）信息技術有限公司設立

当期は「乗換案内」の広
告の売上高が過去最高とな
りました。これは「乗換案内」
のスマホアプリにおける広告

（主に検索連動（駅・路線等
指定）広告）の販売増加に
よるものです。

広告の売上高が
大幅に増加

12月
「ManageOZO3」との
連携

株式会社ITCSが提供する
セルフサービス統合クラウド

「ManageOZO3」向 けに、
「乗換案内Biz」の提供を開始
いたしました。

「乗換案内Biz」と様々なソリューションとの連携
10月
「GPSによる現在地表示機能付き絵地図」との連携

株式会社ATR Creativeの提供する
「GPSによる現在地表示機能付き絵地
図」と「乗換案内Biz」が連携し、訪
日客向け観光案内サービスの提供を
開始いたしました。

5月
サテライトオフィスのソリューションとの連携

株式会社サテライトオフィスのグループウエア向けソ
リューションに「乗換案内Biz API」の提供を開始いた
しました。本提供は株
式会社ゼンリンデータ
コムの提供する「いつ
もNAVI API」を通した
連携となっております。

訪日旅行者向け「乗換案内	Visit」の展開

7月
「樂吃購（ラーチーゴー）！日本」との連携を開始

株式会社ジーリーメディアグループの提供する台
湾人・香港人向けの日本観光情報サイト「樂吃購！
日本」との連携を開始いたしました。この連携にお
いて当社は日本国内の経路検索機能を提供し、こ
れにより訪日観光客は旅行中でも目的地への経路
検索が可能となりました。

京都市山科区公式アプリ「やましなプラ
ス＋」向けに「Jorudan Style」を提供開
始いたしました。暮らしに役立つ「区役所
窓口の待ち人数表示」等の地域情報の他、
歩いた歩数やニュース等の閲覧回数に応じ
て買い物等に使えるポイントを付与、集め
たポイントは電子マネー等と交換できる等、
特徴的な機能を搭載しています。

まちづくりクラウドサービス「Jorudan	Style」の展開

資本効率の向上を図るとともに、企業環境の変
化に対応した機動的な資本政策の遂行を可能とす
るため、2016年11月17日～12月14日（取得
した株式の総数 37,200株、株式の取得価額の
総額 29百万円）と2017年2月13日～3月17日

（取得した株式の総数 51,800株、株式の取得価
額の総額 51百万円）の2回、自己株式の取得を
実施いたしました。

自己株式の取得を実施
9月
日本全国のメジャー観光地・スポット検索
に対応

日本全国の外国人に人気の高いスポット
などを厳選したメジャー観光地までの経路
検索に対応いたしました。現在地からスポ
ットを設定するだけで、観光地までの経路
を7言語で検索できます。

PC・スマートフォンWebサイト版	インバウンド向け乗換案内
「Japan	Transit	Planner」の展開

5月
タイ語・ベトナム語・インドネシア語に対応

近年、アジア圏で訪日旅行者数の増加
で需要の高まっているタイ語・ベトナム
語・インドネシア語を追加することで、合
計7言語の国内乗換案内・時刻表・路線
図等に対応いたしました。また、駅ナンバ
リングでの入力・表示にも対応していま
す。

公共交通事業者向けパッケージ「MovEasy」の展開

当社と京阪電気鉄道株式会社は、
「MovEasy」を活用した京阪電車の
「ダイヤ検索」サービスと、座席指
定列車の予約専用サイトとの連携
機能を提供開始いたしました。ダイ
ヤ検索結果からの座席指定列車の
空席照会やチケット購入等が可能
となりました。

リンクオブマインド株式会社との業務提携により、高
速バスの予約サービス「ジョルダンバス予約」を開始
いたしました。旅行部門を持つ当社の強みを生かし、「乗
換案内」の経路検索結果から、お得な高速バスチケッ
トの案内を行い、直接予約できるようになりました。ま
た、経路検索で案内した高速バスだけでなく、検索し
た区間で利用可能な高速バスの提案も行うことで、移
動に用いる手段の選択肢を増やしています。今後、さ
らに予約可能な路線を増やしてまいります。

高速バスの予約サービス
「ジョルダンバス予約」を開始

8月
「瀬戸内Finder」とGoogleマップに瀬戸内7県の
航路情報を提供開始

当社及びせとうちDMO、中国運輸局観光部、
四国運輸局観光部は、瀬戸内地域の観光情報サイ
ト「瀬戸内Finder」にて、瀬戸内7県を発着する
主要な航路等の情報を多言語で提供開始いたしま
した。また、これらの情報は、Googleマップでの
利用が可能となりました。
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証券コード：3710
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スマートフォン/タブレット向け
「乗換案内NEXT」

http://mb.jorudan.co.jp/

iPhone版「乗換案内」「乗換案内Plus」
	 「行き方案内	-	乗換案内シリーズ」
iTunes Store及び、App Storeにて
App Store ＞ ナビゲーション ＞ 

「乗換案内」「乗換案内Plus」「行き方案内 - 乗換案内シリーズ」

Android版「乗換案内」「乗換案内Plus」
	 「行き方案内	-	乗換案内シリーズ」
Google Playにて
アプリ > 地図＆ナビ > 
無料 > 「乗換案内」「行き方案内 - 乗換案内シリーズ」
有料 > 「乗換案内Plus」

●事業年度
●定時株主総会
●基準日
●配当金受領株主確定日
●公告方法

●株主名簿管理人
　 特別口座 口座管理機関
●同連絡先

毎年10月1日から翌年9月30日まで
毎年12月
毎年9月30日
9月30日及び中間配当を実施する場合は3月31日
電子公告により行います。ただし、電子公告によることができない事故その他のやむを
得ない事由が生じた場合には、日本経済新聞に掲載して行います。
公告掲載URL http://www.jorudan.co.jp/ir/
三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1－1　電話　0120－232－711（通話料無料）
郵送先　〒137－8081　新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

株主メモ

スマートフォン向け「乗換案内」のご紹介
月額
216円
（税込）

無料

90日間
840円
（税込）

無料

90日間
648円
（税込）

無料

主要な子会社（2017年9月30日現在）

コンパスティービー株式会社
事業内容：広告代理業

ゼストプロ株式会社
事業内容：システム・ソフトウエアの設計・開発

有限会社プロセス
事業内容：情報機器等のレンタル・リース

株式会社Doreicu
事業内容：ウェブサイトの開発・運営・広告販売・販促支援

Jorudan Transit Directory, Inc.
事業内容：ソフトウエア・コンテンツの企画・開発

イーツアー株式会社
事業内容：インターネットによる旅行商品の販売

株式会社悟空出版
事業内容：出版業

若尓丹（上海）軟件開發有限公司
事業内容：ソフトウエア・コンテンツの企画・開発

杰昱（上海）信息技術有限公司
事業内容：インフラ事業・ハードウエア販売・ソフトウエア開発

発行可能株式総数…………………………… 19,000,000株
発行済株式総数………………………………… 5,255,000株
株 主 数 ……………………………………………… 2,568名

株式状況（2017年9月30日現在）

株主優待のご案内
乗換案内PREMIUM（株主優待版）

対象になる株主様は？
・9月末と3月末に当社株式100株以上お持ちの方

いつ届くの？ いつから使えるの？
・12月末お届け（翌年1月1日～6月30日の間有効）
・6月末お届け（7月１日～12月31日の間有効）

どんな機能が使えるの？
・PCで無料版にはない多彩な経路検索
・ジパング検索・海外乗換案内（海外地下鉄・空路）
・スマートフォンの「乗換案内NEXT」も利用可能

商　号 ジョルダン株式会社（Jorudan Co.,Ltd.）
本社所在地 〒160-0022 東京都新宿区新宿2-5-10
設　立 1979年12月
資本金 2億7,737万5,000円
従業員数 連結189名、単体147名

会社概要（2017年9月30日現在）

所有者別株式分布状況（2017年9月30日現在）

総株式数　5,255,000株

外国法人等
617,600株

11.7%

その他法人
246,800株

4.7%

金融商品取引業者
8,659株

0.2%個人・その他 
4,257,498株 
81.0%

自己株式
124,443株
2.4%

連結財務諸表ダイジェスト

科 目 前連結会計年度
2016年9月30日

当連結会計年度
2017年9月30日

資産の部
　流動資産 4,326,861 4,392,862
　固定資産 1,142,322 1,184,616
　　有形固定資産 236,473 230,072
　　無形固定資産 128,603 118,633
　　投資その他の資産 777,245 835,911
　資産合計 5,469,183 5,577,479
負債の部
　流動負債 1,059,669 941,616
　固定負債 9,767 13,962
　負債合計 1,069,437 955,578
純資産の部
　純資産合計 4,399,746 4,621,900
　負債・純資産合計 5,469,183 5,577,479

科 目
前連結会計年度
自 2015年10月1日
至 2016年9月30日

当連結会計年度
自 2016年10月1日
至 2017年9月30日

営業活動による
キャッシュ・フロー 658,976 412,669

投資活動による
キャッシュ・フロー △318,925 △153,847

財務活動による
キャッシュ・フロー △63,139 △153,799

現金及び現金同等物の
期末残高 3,285,868 3,405,844

科 目
前連結会計年度
自 2015年10月1日
至 2016年9月30日

当連結会計年度
自 2016年10月1日
至 2017年9月30日

売上高 4,385,355 4,288,313
売上原価 2,394,474 2,367,308
　売上総利益 1,990,881 1,921,004
返品調整引当金戻入額 6,815 6,947
返品調整引当金繰入額 6,947 10,524
　差引売上総利益 1,990,749 1,917,427
販売費及び一般管理費 1,435,828 1,459,266
　営業利益 554,920 458,161
営業外収益 13,306 25,959
営業外費用 71,349 3,034
　経常利益 496,877 481,086
特別利益 ― 9,979
特別損失 53,077 948
　税金等調整前当期純利益 443,800 490,116
法人税等合計 193,457 154,290
　当期純利益 250,342 335,825
非支配株主に帰属する
当期純損失（△） △211 △1,013

　親会社株主に帰属する
　当期純利益 250,554 336,839

連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：千円）

連結貸借対照表 （単位：千円） 連結損益計算書 （単位：千円）

営業利益 （単位：百万円）

446

2015年
9月期

554

2016年
9月期

458

2017年
9月期

親会社株主に帰属する当期純利益 （単位：百万円）

295

2015年
9月期

250

2016年
9月期

336

2017年
9月期

売上高 （単位：百万円）

4,295

2015年
9月期

4,385

2016年
9月期

4,288

2017年
9月期

経常利益 （単位：百万円）

463

2015年
9月期

496

2016年
9月期

481

2017年
9月期
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